
第44回文化講座

首里城京の内倉庫跡出土の
金属製品について

かぶと ばち たて もの

～琉球王国の兜鉢立物を中心に～

【日時】2月5日（土）14: 00~16 : 00 

【会場】沖縄県立埋蔵文化財センタ ー 研修室
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首里城京の内倉庫跡出土の金属製品について

一琉球王国の兜鉢立物を中心に一

金城亀信（県立埋蔵文化財センタ ー ）

1 . はじめ に
首里城京の内地区の発掘調査は、 平成 6 ( 1994) 年度～平成 9 (1997) 年度迄の4カ年間に亘っ

て実施 （調査面積は約 5 ,000 rrf) されました。 その内、 平成 6年度の発掘調査（調査面積約 2,000
rrf) で 、 調査区中央寄りの北壁近くから倉庫跡が発見されました（第1• 2 図）。

発掘された倉庫跡は、 倉庫の南西隅の一 部と倉庫への出入口に当たる部分で階段が三段確認され
ました。 また、 倉庫の内部からは交易によってもたらされた輸入陶磁器類を主体とした多量の陶磁
器類で構成 された遺物包含層（層厚60 cm) が厚く堆積し、 土砂を一 切含んでいませんでした。 発
掘された倉庫跡の面積は 7.5rrf ( 2.5 m X 3 m) がありました。

多量の陶磁器以外 に金属製品やガラス製品（小玉や勾玉 ） なども含まれていました。
これらの遺物は倉庫火災によって火熱を受けた陶磁器や金属製品などが一括で廃棄されたことが判
りました。 また、 この火災によって倉庫西側の壁材として使用された切石の石積みも火熱を受けて
赤く変色して脆くなっていました。

倉庫火災の年代については、 1453 年の王位継承問題で起きた志魯・布里の乱で首里城正殿と共
に焼失した倉庫跡か 、 或いは1459年に中国明王朝( 1368年～1644年）の歴代皇帝の実録を記し

ついたち

た『明賓録』に掲載された英宗賓録、 巻30 1に「天順三年三月癸未朔 ［甲申］證部奏・琉球國中
山王尚泰久奏稲本国王府失火。 延焼倉庫銅銭貨物・・・」 と記載された倉庫跡のいずれかが推定さ
れましたが 、 正殿近くあった倉庫と京の内の倉庫の位置関係や調査地区周辺の状況など から、 後者
の 1459年に起きた火災により焼失した倉庫であることが判りました。
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第1図 首里城跡京の内地区年度別発掘調査箇所（●が1459年失火焼失の倉庫跡）
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第2図

た京の内空間復元案

京の内地区で検出された御嶽及び区：9年
積度竺二：の定内：画調壺検討委員会第 1 回副明贅料平成 11

（御歎の名称は、 社団法人日本公園緑地協会作成の平h

年 12 月 10日を参考に修正 ・ 加筆）



なお、 倉庫跡から出土した陶磁器類は、 平成 12年 6月 27日付けで国の重要文化財（考古資料の
つけたり い つかつ

部 ）「 沖縄県首里城京の内跡出土陶磁器 518点 附 ー 、金属製品 一括 附ー 、ガラス製品 一括」
の名称で戦前・戦後をとおして沖縄県ではじめ て指定されました。

2.首里城 「 京の内」とは

1 ) 「 京の内」 は、首里城内郭の南西側にある最も神聖なる祭祀や儀式をおこなう空間です。京
の内の語義として 「 けお（きょう：京 ）」は、 「 セジ（霊力 ）」の同義語として考えられ、 “ 神また
は神の霊力” の意味を持っています。

め一

また、 民俗学では、 神が降臨する大岩の頂上やシマ前（集落海岸近く ） の岩島・小島を 「 京：き
せーふぁー うた き さんぐ い

ょう」 と称しています。その他 、南城市知念の斎場御嶽内の三庫理に入る右手側の大岩の頂上を
“ キヨウノハナ（ギョウノハナ ）” と称し、 大岩直下の香炉から岩の上の “ キヨウノハナ” を拝み、

あまお

香炉の側にあったクバ（ビロウ：ヤシ科の常緑高木 ） の神木を足掛かりにしてアマミキョが天降り
されたなどの事例からも 「 京の内」の 「 きょう」は、神が降臨、 若し くは来訪する場所の意味合い
があります。

次に京の内の 「 うち（ 内 ）」は “ 聖域” . “ 区域” などの意味があります。従って、京の内は 「 神
が降臨する聖域」 として理解されます。

うたき

2 ) 「 京の内」の御嶽
京の内に所在した御嶽は、基本的に五つの御嶽で構成されていたようです。京の内の最も高い位

しゅ い む いうたき まだ まむいうたき

（標高 135 m) に 「 首里森御嶽（神名 ：玉ノミヤ御イベ ）」、 岩山の洞穴部分に 「 真珠森御嶽（神
名：真玉城の玉のみやの御いべ ）」があります。

しゅ い むい まだ まむぃ

この両御嶽が首里城の別称（聖名 ） となった 「 首里森ぐす く」或いは 「 真珠森ぐす く」 と称され
ているのもこの御嶽の名前に由来します。その他 、この二つの御嶽の創設に関する由来では、沖縄

かい びやくしん

の開闘神アマミキョが造った御嶽とされています。
きよう うち の みうtc き

また、 “ 京 の内之三御嶽（神名：きょうのうちしきやちしきやたけ御いべ、きょうのうちのあか
るいの御いべ、 きょうの内のそのいたしきの御いべ、の三神 ）” と称される三つの御嶽（第2 図）
がありました。

京の内にあった五つの御嶽は、発掘調査で確認された石積み遺構などを基本にして 、 平成 13
( 2001) 年度から御嶽や石積みの復元工事が始まり、 平成 15( 2003)年度に復元を終えています。

3 ) 「 京の内」での祭祀・儀式
首里森御嶽の西側城壁は、 城壁がアー チ門にすりつけられた部分があります。この部分が新国王

に髭贅を下す “賛卓砿（天神または陽神 ）” の神を迎える場所であったと言われています。
き こえおおぎみ ， さんじゅうさんきみ

首里森御嶽では琉球王国最高神神であった “ 聞得大君” を頂点とする高級神女 “ 三十三君” が、
降臨神の “ 君手摩” の神を迎えて、 “ 聞得大君” を中心 とした高級神女と共 に歴代の琉球国王へ “

世おそうせぢ（世を治め る霊力 ）” が高まるように “ オボツ・カグラ（神の居所。）” と “ ニライ・
カナイ （海の彼方、 若し くは海の底、 地の底にあってそこから神々が来訪し、 さまざまな豊穣と幸
をもたらす ）” の神に祈願し、 国王へ託宣を下したようです。この京の内では、 “ 君手摩” の神を
迎えての歴代琉球国王の即位決定を初め 、 国王への託宣、琉球王国の重要な祭祀や儀式が行われま
した。

参考までに第一 尚氏王統( 14 06年～ 14 69年） の最高神女は “五向襲＇ であったが、 第二尚氏王
統から地位を “ 聞得大君” に譲るが佐司笠は依然として高い神格があったようです。
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3.倉庫跡の出土品

せい じ せい か はくじ か つゆとう き

倉庫跡から発掘された遺物には、 中国産陶磁器（青磁 ・青花 ・白磁 ・褐釉陶器など ） を中心に
つぽ びん すい ちゅう び ぜんやき すり ばち

タ イ産 （褐釉陶器壺・土器）、 ベ トナム産陶器（青花の瓶と水注）、 本土産の備前焼（播鉢・壺）、
がしつど き ふた

沖縄産瓦質土器（蓋）、 などが含まれていました。
じ よう かなえがたこうろ か びん

陶磁器以外に倉庫の出入口に取り付けられた 錠 （第3 図4) 、 青銅製の鼎形香炉や花瓶（第4
なが え つきちょうし ひしやく かぶとばち

図16 ~20) をはじめに長柄付銚子（柄 杓 ：第5図27~31、 第6図32)、 兜 鉢関係金具（第6
よろい

図33~47、 第7図48~62、 第8図63~71)、 鎧 金具（第8図72 ~78、 第9 図79~92)、 刀
つば

剣類の鍔や切羽など（第9 図93~102 、 第10図103~108)、 石火矢の弾など（第10図109~112)
などの金属製品が出土しています。

こ だま まがたま

その他に 、 ガラス小玉（ビー ズや勾玉など ：第11 図1~13) や第10図113~118に図示した
しどうげんほう じへい こう ぶ

中国銭〔「 至道元賓（北宋：初鋳造年 995年）」、 「 治平元賓（北宋：初鋳造年 1064年）」、 「洪武通賓」
えい らく

（明：初鋳造年 1368年）、 「永栗通賓（明：初鋳造年 1408年）」〕などが出土しています。
えいしようせ ん こうかく きつこうかく

特殊な銭として同図 117に掲載した厭勝銭 〔出土品は孔郭が亀甲郭 （六角形の孔） と推定 〕と
呼ばれる吉祥銭（文様不詳） が一枚含まれていました。

蔽嚇晨についての県外 や国外 の出土例では、 「福禄壽昌」（韓国新安海底遺跡）、 「 天下太平」（長
崎県鷹取海底遺跡） などの吉祥文字 を施したものがあります。 吉祥文字 以外に吉祥文様：二羽の鳥

そうちょうせ ん し の り たて

が対となる雙鳥銭（北海道志海苔館跡） などを施した特殊な銭も 出土しているようです。
倉庫跡出土の陶磁器類の破片資料は分類や接合・分析の結果、 推定された個体数が 1 ,162 個体と

はんねら ふた

判りました。 その内 訳は、 中国産陶磁器 993個体( 85.5%)、 タ イ産陶器及び土器（半練） の蓋143
個体（12.3%)、 沖縄産瓦質土器の蓋17個体( 1.46% )、 本土産の備前焼播鉢と壺6個体( 0.51%)、
ベ トナム産陶器3個体( 0.26%) で構成されていました。

その他 、 金属製品及びガラス玉一括の点数は、 802 点（内 訳 ：ガラス小玉（水晶 を含む） 795点、
勾玉 1点、 ガラス小玉の塊 6点） を数えました。 その中でガラス小玉の塊（第12 図12) の一 つに

まるひつ

は布目痕がみられました。 恐ら くガラス小玉は布袋に入れ丸櫃などの容器に収め て保管されていた
ものと考えられます。

4.「 京の内」倉庫跡から出土した金属製品
1 ) 出土した金属製品の 種類

倉庫跡出土の金属製品を機能や用途で整理すると、 以下のようなA~G までの7 種類 （第3 図
1～ 第10図118)に 分類できます。

かすがい ちょうつがい

A.エ具類 ：（釘、 鎚、 鋲、 錠、 蝶番受け 金具。 第3図1~7 。 )
B. 生産及び保管用具：（鍋、 調度品の金具。 第3 図8~11。 )

かんざし

C.装身具：（指輪、 箸。 第3図12~14。 )
D. 祭祀用具：（鏡、 香炉 、 花瓶、 鈴、 柄杓。 第3 図15、 第4 図16~25、 第5図27~31、 第

6図32。 )
E.武 具：【兜鉢関係（斎垣．蒻蘊．麗箪

し
。 第6図33~43)、 兜立物（三鍬形台・鍬形 ・祓

さね

立飾金具。 第6図44~47、 第7図48~62、 第8図63~71。 )、 鎧金具関係（札
くさり かたびら すえ か さこはぜ せきこはぜ こ て

．鎖帷子・八双金具・据物金具・笠峠・責峠・籠手金具・立挙？．覆輪・総
角付けの鐙座。 第8図72~78、 第9 図79~92 。 )】

め ぬき なぎなた さかわ

F.武 器：【刀剣類（ 鍔·切羽 ・目貫、 薙刀の逆輪。 第9 図93~102 、 第IO図103~108。 )、
石火矢 関係（青銅製の 弾．閾碕．筒の 締め 金具。 第10図109~112 。 )】

えいしようせ ん

G.銭：中国銭、 厭勝銭など （第10図113~118。 )
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26 柄部取付部分の背正面
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2 ) 『お も ろ さ う し』 にみ え る 主な金属 に関する謡な ど
京 の 内 での祭祀や儀式 と 関係が薄い と み ら れ る 武器類 〔刀 （鍔） ． 鎧 （小札） ・ 兜鉢な ど〕 、 そ し

なが え つきかたくちちょ う し ひ しやく

て祭祀や儀式 と 関係する 香炉以外の長柄付片 口 銚 子 （柄 杓 ） や鈴について 『お も ろ さ う し』 (1532

年～ 1 623 年編纂） か ら 主 な例 を挙げてみます。
A. 武器類 〔刀 （鍔） ． 鎧 （小札） ・ 兜鉢

おお

第一巻 「 き こ ゑ大ぎみがお も ろ 首里王府の御 さ う し」
ふし

「あお り やへが節」
き ー えおおき み あか よろい め かたな ぢやくに と よ

5 「一 聞得 大 君 ぎや 赤の 鎧 召 し よ わ ちへ 刀 う ち い 大国 嗚響み よ われ
また と よ せ だか こ つきしろ

又 嗚響む精高子が 又 月 代は さ だけて 又 物知 り は さ だけて」
ふ L

「あお り やへが節」
き こ えおおき み はぢ い く さ た

25 「一 聞得 大 君 ぎや 初め 軍 立 ち ょ わ ちへ 各ぁて 符 き や り ＇巌 闘めわちへ
また と よ せ だか こ

又 嗚響む精高子が」
以上の よ う な二首のオモ ロ か ら も 京の内での儀式の際に聞得大君が赤鎧や刀 を儀式に用 いてい

た こ と が容易 に推察で き ま す。 なお 、 『お も ろ さ う し』 第三巻に も 上記、 番号 5 と 同 じ よ う なオモ
ロ （番号 123) の謡が あ り ま す。

B. 長柄付銚子 （柄杓）
京 の 内か ら こ れま でに類例 の な か っ た柄杓が 3 個体 （第 5 図 27· 3 1 、 第 6 図 32) 出土 しています。

そ の具体的な用 途について 『お も ろ さ う し』 か ら 二首取 り 上げてみる と 次の よ う のオモ ロ が あ り ま
す。

おお お ふし

第六巻 「 う り では大 き み御まへが節」
き み が な し なっ た ゑのちかみ わ うふ さ と

330 「一 君加那志 夏 立て ば 命 神 こ の み し よ わ ち へ 又 我が大里 夏 立て ば 又
たま み し や く た ま み

玉御柄杓 又 玉御ねぶ」
（大意 ： 君加那志神女が 、 お祈 り し ま す。 我が大里 も 、 夏に な る と 、 神 の恵みを受 けて栄え る で

あ ろ う 。 美 しい立派な柄杓 を神に捧げて 、 お祈 り を し よ う 。 ）

ふし

第十六巻 「あお り やへが節」
かつれん あ ま わ り たま み し や く あ ぎぎ かま く ら こ

1 134 「一 勝連の阿麻和利 玉御柄杓 有 り よ な 凩 鎌倉 此れど
わ り しま ぢ み そで あ ん じ く に し み そ あん じ

和利 又 島知 り の御袖の按司 又 国知 り の御袖按司 又
た ま み し や く

玉御柄杓 有 り よ われJ

い また きむたか あ ま

言ちへ 又 肝高の阿麻
しゆ り

首里 おわる て だ こ す

〔大意 ： 勝連の阿麻和利 、 肝高の阿麻和利 は、 神酒を注 ぐ玉御柄杓 を持っ て い る よ 。 大和の京 、

はや とどろき

鎌倉に ま で、 こ れ を ぞ いい囃 して 鳴 り 轟 かそ う 。 島 を 、 国 を支配 し治め る 高貴な按司
様、 首里にま し ま す国王様 こ そ、 神酒を注 ぐ玉御柄杓を持ち給 う のだ。 （阿麻和利 を首里
の 国王 と 並べて讃えたお も ろ） 。 〕

以上の よ う な オモ ロ か ら柄杓は、 単な る 水汲みや酒 を入れる 容器では な く 、 宗教的な意味合いを
も っ た特殊な霊力 、 或いは不可視の霊力を象徴する と 同時に、 各地の按司が柄杓を保有する こ と は
一種の権力象徴 （ステー タ ス ・ シンボル） で あ っ た こ と がオモ ロ か ら 窺 え ま す。 他に、 『おも ろ さ
う し』 に は柄杓 に 関 す る オモ ロ が 7 首確認でき ます。

C. 鈴

京の 内倉庫跡か ら 青銅製の鈴が 5 点 （第 4 図 21 ~ 25) 出 土 し て います。 県内遺跡での鈴の 出土
例は今帰仁城跡志慶真門郭 ( I 点） や天界寺跡 ( I 点） な どか ら得 ら れていますが、 ま と ま っ た数 と し
て は京の内が多い よ う です。 『お も ろ さ う し』 に は神女に鈴を冠 した名称が散見 さ れま す。 祭祀や

-i5- I 



儀式の際 に実際 に鈴を使用 し た神女がいたのかも知 れません。
神女名に鈴の名称がついた例を『おもろ さうし 』から抜 き 出すと 次ぎ の名称が記載されています。

第五巻226番に 「 嶽の鈴嗚 り」、 第十三巻790番「鈴金」、 第十五巻1095番 「賀 数鈴嗚 り」があり
ます。

と ころ で神道における鈴の持つ 意味合いは 「 魔除 けの霊力」、 『神霊 の力で罪稼 れを祓 い清 め る
「鈴祓 い」』或いは、 巫 女が神前で神楽舞 を舞 うと き に、 手にもって鳴 らす神楽 鈴の音 （清 らかな

音 色 ） で神を招 来する役割 と 神への合図と し て祈願をおこなうような儀式など から考えると 鈴の用
途が理解でき るようです。

『おもろ さうし 』の中で実際 に鈴を謡 った例を挙げ ると 以下のようなオモロがあります。
第十一巻「 し の くりやわよなれがみの節 」

に や よ な がみ か ねわ か こ ひ も すづ さ か ね な すづ

672 「 一 みるや仁屋 は、 世馴 れ神やれば、 ・ ・ ・ 金若子紐 鈴は 下げ て 又 金みさき 嗚 り鈴は
下げ て」

（大意 ：みるや仁屋 は、 世馴 れ神、 ・ ・ ・ 金若子、 かね みさき に美 し い紐 鈴、 鳴 り鈴を下げ
ている。）

※ 金若子・ かね みさき は、 刀の美 称で、 この刀の装飾品と し て紐 付き の鈴を下げ ている。
このオモロにみえる刀の装飾品と し て紐 を付けた鈴が謡われているが、 鈴が刀に着 装 された箇 所

え がしら さる て

を考えた場合、 刀の柄頭 の猿手（第15図参照 。刀の柄の先端 に取り付けられた輪っか状 の金具）
に紐 を通 し て鈴を下げ た可能性 が高いようです。

5 . 兜鉢立物飾り金具と 兜鉢
倉庫跡から兜鉢の前面に取り付けられた立物の破片 2 9 点（その内、 三鍬形台4点を含む） が出

土し ていまし た。これらの資料を基にし て第13図11 のように立物飾り金具が復元でき まし た。立
物飾り金具は本来、 銅の地金の上から腐食防止 を兼ね て鍍 金 （ 金メ ッ キ ） を施し ていますが、 京の
内資料は火 災によって鍍 金が焼失し たようです 。

この立物飾り金具の復元に際 し 、 文様構成や民俗 事例及び文献資料を参考にし ながら立物飾り金
具（三鍬形台中央 にある祓 立の中に入る飾り金具の主体と な る文様から ） に 「瑞雲 日月星 文 」と 名
称を付けまし た。

1) 立物飾り金具 「瑞雲 日月星 文 」
立物飾り金具 「瑞雲 日月星 文 」の文様意匠 を解き ほ ぐす為 、 便宜 的に第13図11 の推定復元図の

中央 最上位から下位へ、 そし て左 右 に番号 を付けて説 明をし ます。
① 「雲 」：ニライ・カナイの固 有信仰 や思想 など から「吉祥をもたらす雲 」、 仏教 や道教 の 「 如

意 」や 「如 意頭 」と 酷似 。
② 「 月 」：月 神（月 ）。「 月 し ろ 」は月 の異 名で神名。神女名と し て 「 月 」を擬人化 し て 「 月 し ろ

の大主 」。女神。「 月 」を三日月 （日輪と 区別する ） で表現 。
③ 「 日 （日輪）」：日神（太陽 ）。テ ダ思想 。地方の按司 （豪族 ） の意味表現 が統一 国家 の成立に

より国王を表現 。男 神。日輪を大き な円 で表現 。
ね はあ ぶし なな ぶし み ぶし

④ 「星 」：「子ぬ端星 （北極星 ）」・ 「七 つ星 （北斗七星 ）」・ 「 三つ星 （オ リ オン座の三つ星 ）」など
ぶし

の星信仰 。文様の星 の配 置から 「 大ヨチ ヤ星 （ペ ガサ ス座の大四角辺 形 ）」を表現 か。
航 海 ・ 農業 と の関連 。

⑤ 「植 物」：稲 ・麦 などの農作 物の豊穣を祈願し て新芽 を表現 か。
⑥ 「 鍬形 」：鍬形の源流 は、 鹿 の角。日本では鹿角は左 右均 整で形が美 し い事から古 くから角を

飾り物と し て兜の前立物に使用 。中国では 「福禄寿 」の 「禄 」と 同音 同声 で、 長寿 の
仙獣 であり、 象徴 と される。
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゜ 1 0cm 

① : 「雲」 。 瑞雲。
② : 「 月 」 。 月 神。 女神。
③ : 「 日 （ 日 輪 ）」 ： 日 神 （太陽 ）。 按司 ・ 国王。 テダ思想。
④ : 「星」 ： 星信仰。
⑤ : 「植物」 ： 稲 ・ 麦など の農作物豊穣祈願。
⑥ : 「鍬形」 ： 鹿 の角 。 中 国では鹿は、 長寿 の仙獣。

10cm 

第13図 首里城出土 の 立物 （ 1 • 2 南殿跡出土、 3北殿跡出土、 4 西 の ア ザナ跡鍛冶 ． 鋳造工房出
土、 5~10京 の 内 倉庫跡出土 ）、 11京 の 内 倉庫跡 出 土 の 立物復元図
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以上のように立物の意匠 は、 管見 の限 りにおてい本土での類例が確認 されていない事と西のアザ
ナ地区の発掘調査より青銅製品の加 工生産 (j計工 饗賃

み
、 貞羅 、 鋳璧 ）や銭の鋳造の痕跡を 示す

出土品の他 に京の内 と同じサ イズの 「瑞雲 」・ 「 月 （三日月 ）」のある鍍 金された立物飾り金具（第 13
図4) の破片 が出土している事などから琉球王国で独 自 に製作 されたものと考えられます。

2 ) その他 の兜鉢立物飾り金具
京の内 からは、 前記 した立物飾り 「瑞雲 日月星 文 」（第 13 図5 • 7~10) 以外 に同図 6 に図示

した 「瑞 雲 」先端 の尖 りがな く 丸 くなった瑞雲 と 「 月 （雲 隠 れの三日月 ）」を組 み合わ せたものが
出土しています。

更 に、 首里城南殿跡からは 「 月 」・ 「 日（日輪）」（同図1) 及び 「 星 」・ 「植 物」（同図2 ) の立物
飾り金具の 破片 が、 そして北殿跡からも同図 13 に図化 したように 「 月 」を省略 した 「瑞雲 」・ 「 日
（日輪）」・ 「星 」を組 み合わ せた立物飾り金具が出土しています。

以上のような立物飾り金具の出土例からすると首里城内 で三 種類（同図3~6 ) の立物飾り金具
が製作 されていた事が推定できます。 城内 での立物飾り金具の加 工生産場所は、 前述 した西のアザ
ナの青銅製品加 工生産地域一 帯 が考えられます。

その他 、 兜鉢立物飾り金具の県内 遺跡での出土例は、 うるま市勝連 城跡東 の曲 輪から出土した大
型 の 「 月 （三日月 ）」のある 破片 1点と同市 具志川 グ スク 出土の 「 日（日輪）」のある 破片 1点が
あります。

3 ) 兜鉢について
は いた

兜鉢の矧板 破片 （第 6図35 ~42) が 8点（鉄 製3点 、 鉄 製 と青銅を組 み合わ せたもの 5点）が
は いた は いた

出土しています。 兜鉢の鉄 製矧板 の上から青銅製の矧板 を重ね て鋲 で固 定する二重 構造の兜鉢の破
は いた

片資料が 5点（第 6図36• 37 • 40~ 42) が確認 されています。 鉄 と青銅の矧板 を組 み合わ せたニ
重 構造の兜鉢に 関しては、 今 のところ 琉球独 特 の技法 ではないかと考えられます。 恐ら く兜鉢表 面

は いた

の青銅製矧板 には錆止 めを兼ね た鍍 金が施されていたもの考えられます。 この状況からすると立物
飾り金具と兜鉢の一 部には、 黄 金の兜 〔鍍 金された兜鉢と鍍 金の立物及び立物飾りの組 み合わ せも
考えられます。 〕の存 在を 示唆 し、 その可 能性 は充 分に考えられます。 本土 から輸入された鎧や 兜
の中には、 琉球独 自 の意匠 を追加 （加 工）して儀式などに使用したり 、 或いは、 中国への交易品と
して 「Made in Ryukyu 」 名で輸出していたことが可 能性 として考えられます。

本土 から輸入された鎧について、 『おもろ さうし』の中に次のようなオモ ロが謡 わ れています。
第 二巻「 きたたんよのぬ しの節 」

や ぎ の ぽ したたり よろい たる き に あ ぢ お そ

60 「 一 屋宜 から 上る 直垂 や 鎧 誰 が 着 ちへ 似 せる 按司襲 いてだ す 召 しよわ ち
ひ が

ヘ 似 せれ 又 比嘉 から 上る」
注釈 ：屋宜 （港 ） から（中城に）上る。 直垂 ・ 鎧（大和 から輸入された飾り武 具。 権力の象徴 と

な る 。 ）按司襲 いてだ （按司様。 王様。 「 てだ 」は太陽の意 で 、 按司 、 王の尊 称ともなる。 ）
（大意 ：屋宜 、 比嘉 から上る直垂 や鎧は、 誰 が着 てふ さわ しいだ ろ うか。 按司様こそ召 し給 いて

ふ さわ しいのだ 。 ）

6. おわ りに
首 里城京の内 倉庫跡から出土した金属製品の一 部については、 平成 16• 17 ( 2004 • 2005) 年度

に文化庁 の補助 を受けて保存処 理と保管用桐箱 を作 成しました。
今 回 、 報告 した資料の大半 は今後、 文化庁 をはじめ 関係機 関との調整を行 いながら保存処 理計画

の立案 と、 計画 に基づ いた保存処 理を実施して適切 な管理と公 開 ができるようにおこなっていきた
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いと思 います。
倉庫跡からは陶磁器類 、 金属製品 、 ガラス製品 （第1 1 図1 ~ 13) 、 沖縄産瓦質土器の蓋、 以 外

に朱漆 の塗膜片 、 磨 石1 点（同図1 4) 、 砥 石1 点（同図1 5) 、 石 弾2 点（同図17 • 1 8) 、 小型 の硯
1 点（同図16) 、 木製品（第1 2 図1 9 : 儒 物の骨組 部分1 点）、 骨 製品2 点（同図20 • 2 1  : 骨鏃 1

はぐち

点 ・ 留 め 具1 点）、 土壁？6 点（同図22 ~ 27) 、 羽口1 点（同図28) が 出土している 。
京の内倉庫跡から今 回 、 琉球独 自 の意匠 をもった兜鉢に取り付けられる立物飾り金具 「瑞雲 日月

星 文 」が確認できた事は大 きな成果でもあります。 また、 鉄 製の兜鉢に青銅を被 せた二重 構造に加
工 した兜鉢の存 在など から黄 金の兜が存 在していたのではないかと考えています。

ところ で琉球王国の神祭 や神事については、 真栄 平房敬氏の著書 である『首里 城物語』に次のよ
うな記載があります。 首里 城正殿の二階が大 庫理 と称さ れ、 東 南隅の 「 おせんみこちゃ 」 と称さ れ

う ふい つ っ め一 う ふぃ ふぁ ち つ つ め一

た部屋 に 「 御日の御 前 （日神 ）」、 「 御火 鉢の御 前 （火 の神 ）」 に国王親族 の繁栄 や国家 の安穏 な
どを国王が女官 を従えて固 有信仰 の神に参拝をした。 また、 夏至や冬至に日に首里 城内で天地を祭
る国王の親 祭 があり、 中国皇帝が天壇 で天を祭 り豊作 を祈 ることに習 った天地御祭 があった事を記
し、 尚泰 王の末子 尚時 が名代となって昭和 1 9 ( 1 944) 年まで天地御祭 が継承 さ れていたようです。

その他 に明治末期 に、 聞得大 君 御殿の祭 神を中城御殿に遷座した際 、 二階の南側の別室 を天地を
ていん ち う す ば

祭 る聖所を 「 天 地の御側 」 と呼び 、 天地の神に祈 る場所があったが、 それを拝 む対象 物や祭壇 も
な く 。 ただ 天空だ けが拝さ れる窓辺に黄塗 りの台がすえられ、 その上に天に向 けて香炉が一 つおか
れているだ けであったと言われている 。 ・ ・ ・ 板書 の祈願文 は 「 天神の御神々の御慈悲 、 御元祖 の
御功徳 により ・ ・ ・ 国中諸離 れに至まで 、 陰 陽五行 おそなわり賜 り、 毛作 （ムジュ ク イ 。 諸作 物）
の世果豊 （ユ ガフ ウ ）、 諸船 の嘉利 吉 （カリ ュ シ ）、 これひ とへに御神徳 の至りと仰 ぎ賜 り候 。 」

以 上のような事からも琉球王国の祭 事や儀式 に 関して 、 琉球固有 の信仰 を基本にして中国の影響
などを受けながら 「 日神」・ 「月 神」などの天地の神々や火 の神 、 水 の神など万 物の神々 、 そして
ニライ ・ カナイの神々にたいしての祭祀や儀式 が執 り行われていたことが理解できます。

主 な引 用及び参考文献

1 . 仲松弥秀 『古層 の村』 沖縄民俗文化論 タ イ ム ス選書 4 沖縄タ イ ム ス社 1977 年。

2 . 宮城栄 昌 「 「お も ろ 」 の神女名 考」 沖縄国際大学文学部 紀要 社会学科篇第 7 巻第 1 号 1979 年。

3 .  日 本史料集成編邸会 『 中 国 ・ 朝鮮の史籍 に お け る 日 本史料 明 宜録之部 1 』 国書刊行会 1979 年。

4 . 笹 間 良彦 『 図 録 日 本の 甲 胄 武具事典』 柏書房 1981 年。

5 . 知花春美 ・ 名 嘉真宜勝 「沖縄本島の針突 き 習 俗分類」 『沖縄の成女儀礼 ー 沖縄本島針突調査報告書 ー 』 読谷村

教委委員会 ・ 読谷村立歴史民俗資料館 1982 年。

6 . 嘉手苅千鶴子 「月 し ろ 」 『沖縄大百科事典』 中巻 沖縄タ イ ム ス社 1983 年。

7 . 伊波普猷 「つき し ろ考」 『 を な り 神の 島 1 』 全 2 巻 東洋文庫 227 平凡社 1 989 年。

8 . 真栄平房敬 『首里城物語』 ひ る ぎ社 1991 年。

9 . 比嘉 実 『古琉球の 思想』 タ イ ム ス 選書 II 5 沖縄タ イ ム ス 社 199 1 年。

1 0. 営箕嗣一 「火矢について」 『南島考古』 第 14 号 （学会創立 25 周年記念特集号） 沖縄考古学会 1994 年 12 月 。

1 1 . 黒島為一 《史料紹介》 『星園』 『天気見様之事』 『星見様 （仮題） 』 『八重山博物館紀要』 第 16· 17 号合併号 石垣

市立八重 山博物館 1999 年。

12. 外間守善校注 『お も ろ さ う し』 （上 ・ 下） 〔全 2 冊〕 岩波書店 2006 年。

13 . 菅 田 正 昭 『学校で教え な い教科書 面 白 い ほ ど よ く わ か る 神道のすべて』 日 本文芸社 2007 年。

14. 沖縄県立埋蔵文化財セ ン タ ー 『首里城跡 一 京の 内跡発掘調査報告書 ( II ) - 』 2009 年。

15. 上原 静 「首里城西 の ア ザナ跡の鍛冶 ・ 鋳造工房」 『紀要 沖縄埋文研究 6 』 県立埋蔵文化財セ ン タ ー 2009 年。
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『首里城跡 一 京の内 跡発掘調査報告書
第49集 2009年 3 月 よ り
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筒間良彦 『図鉦 H 本 の 甲 胄 武只事典』 柏過房 1 98 1 年 よ り 複写 し 、 図 を 追加
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※ 1 . シ ィ カ マ星 （仕事星 ＝金星 ）
て い あかぶしや て い だな う わ

※ 2 . 宮古 「狩俣祖神 の ニ ー リ 」 の 歌謡 に 「天 の赤 星 」 ・ 「太陽 の子」 と 謡 に あ る の 「金星」 と 解
釈 さ れて い る 。

※3. 水星 と金星 は、 夕 方 の西空や明け方 の東空 に低 く 見え る が、 夜 中 は見え な い。

第16図 黒島為一 《史料紹介》 『星園』 『天気見様之事』 『星見様 （仮題 ）』 『八重 山 博物館紀要』
第16· 17号合併号 石垣市立八重 山 博物館 1999年よ り 。
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第 1 7図 藤井 旭 『星がみえる 星座早見図鑑』 株式会社 偕成社 1 999年1 0月 1 0刷 よ り 。
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第 1 8図 藤井 旭 『星がみえる 星座早見図鑑』 株式会社 偕成社 1 999年10月 1 0刷 よ り 。
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図版 7 真栄里西村の火矢
図版 8 石垣市新川 の火矢

（糸満市字真栄里の屋号 「大栄」 所蔵）

口 oo 霊

゜

゜ 5 1 0  1 5cm 

3 

一 I こi 

4 

第 3 図 1 沖縄県立博物館所蔵の火矢 3 糸満市字真栄里西村の火矢

2 糸満市字真栄里東村の火矢 4 石垣市字新川 の火矢

第 1 9 図 参考資料 ： 嘗 員嗣一 「火矢 につ い て 」 『南島考古 』 第 1 4号 （学会創立25周年記念特集号）

沖縄考古学会 1 994年 1 2月 よ り 。
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